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学生への指導方針 

がんの治療成績を向上し、患者さんに健康な生活を得ていただくためには、がんの基礎研究・

臨床研究が欠かせません。西日本１のがん治療を行っている当センターでは、目の前の患者

さんの clinical question に基づいた研究を実践しています。熱い志を持った方と研究論文作

成を通じて更なる高みを目指します。 

学生に対する要望 博士課程を希望する社会人大学院生を募集します。 

問 合 せ 先 

(Tel) 06-6945-1181 

担 当 者 大植雅之 
(Email) ohue-ma@oici.jp 

その他出願にあたって

の注意事項等 

出願前に Email等で連絡を取って、受け入れ可能かどうかを確認下さい。 

所在地；大阪市中央区大手前 3-1-69 大阪国際がんセンター (https://oici.jp/)；病院、

次世代がん医療開発センター、および研究所。 

（以下教室紹介） 

研究内容 

１．がんの浸潤、転移メカニズムの研究 

２．初代培養がん細胞技術を用いた薬剤感受性試験によるがん化学療法薬剤選択の実現に向けた臨床研究 

３．高度難治がんに対する集学的治療の開発 

４．希少がんの遺伝子変異解析および臨床病理学的研究 

５．新規低侵襲治療の研究、開発 
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